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法政大学出版局　2018年6月重版出来　定価3456円（本体3200円＋税） 四六判上製・328頁
バーナード・クリック 著／関口 正司 監訳／大河原、岡﨑、施、竹島、大賀 訳 《サピエンティア20》

シティズンシップ教育論 政治哲学と市民  ISBN978-4-588-60320-4 C1330

2002年以降、イギリスの学校では「シティズンシップ教育」が必修となった。政治に参加し政府を監視する、能動
的で責任ある市民の育成を目的としている。本書の著者クリックは、ブレア政権が設置した諮問委員会の委員長を
務め、この政策に多大な影響を与えた政治哲学者である。政治家や官僚に任せきりにせず、いまこそ民主主義を
取り戻すために必読の書。 【法律・政治】

☆関連書：クリック『デモクラシー』、ダール『デモクラシーとは何か』（岩波書店）他。

法政大学出版局　2018年7月上旬配本　定価5400円（本体5000円＋税） A5判上製・458頁
E.レヴィナス 著／ジャン＝リュック・ナンシー、ダニエル・コーエン＝レヴィナス 監修 《レヴィナス著作集3》
渡名喜 庸哲、三浦 直希、藤岡 俊博 訳 

エロス・文学・哲学 ISBN978-4-588-12123-4 C1310

★ リトアニアに生まれた青年は、ロシア語で詩を書き、ドイツ語で哲学を学び、フランス語で小説を夢見た。遺された
二つの哲学的小説の試み『エロス／悲しき豪奢』『ヴェプラー家の奥方』をはじめ、青年期～壮年期レヴィナスの
感性と経験、想像力を鮮やかに示す詩作品や創作ノートを初収録。ジャン=リュック・ナンシーによる序が、テクス
トの意味と固有性を当時の文学状況のうちに位置づける。《第一期全３巻完結！！》 【哲学・思想】

☆捕虜収容所時代のテクストを収めた『第１巻』、戦後の講演を収めた『第２巻』とともにお取り揃えください。

帖合・番線 法政大学出版局　2018年4月重版出来　定価5724円（本体5300円＋税） A5判上製・366頁
野村 陽子 著 

看護制度と政策  ISBN978-4-588-67518-8 C3036

超高齢社会を迎える日本の看護制度がいま直面している問題とは何か。現場の看護師がより専門性・自律性を
もって働ける環境を創るにはどんな制度変更が必要か。厚生労働省の医政局看護課長を務めた著者が、明治期
の医制創設から戦後改革をへて現在にいたる看護制度の歴史的変遷を辿り、多様なアクターによる政治的決定
過程を具体的に検証しつつ、今後の公共医療のあり方を問う提言の書。 【社会】

☆関連書：

３刷決定 !!

重版出来 !!

法政大学出版局　2018年6月25日配本　定価6048円（本体5600円＋税） 四六判上製・526頁
ディーター・ビルンバッハー 著／加藤 泰史、高畑 祐人、中澤 武 監訳 《叢書・ウニベルシタス1081》

生命倫理学 自然と利害関心の間 ISBN978-4-588-01081-1 C1310

★ 生命倫理学は、生という現象に関わりのある道徳問題に関与する倫理学である。本書は、現在の技術革新や医療
の進歩とともに生じる問題を具体的な事例において論じる。自然保護・動物の殺処分・自殺防止・クローニング・脳
死・臨死介助・脳組織移植・遺伝学・幹細胞研究の領域で議論の対象となっているのはつねに、外的および内的自
然に対する人間の関係に関する根本的な問いである。 【哲学・思想】

☆関連書：ハーバーマス『人間の将来とバイオエシックス』、クヴァンテ『人間の尊厳と人格の自律』（小局刊）他。


